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三重　環境生活部

問い合わせ先

「県民の日」記念事業イベントの開催にあわせ、ＭｉｅＭｕの基本展
示の無料開放だけではなく、県内公共施設（県施設、市町施設な
ど）の無料開放（入館料の一部割引などを含む）を行います。
※無料開放等を実施する施設の詳細は三重県環境生活部ホームページ
に掲載します。

「今日が博物館の誕生日！ ～明日を生み出す力～」
「県民の日」記念事業の一環として、「今日が博物館の誕生日！～明
日を生み出す力～」をテーマに、子どもも楽しめる展示や体験教
室、三重の食べ物などのブースを出展します。

平成２６年４月１９日（土）１０時～１６時まで
三重県総合文化センター（津市一身田上津部田１２３４）内
文化会館中ホール、祝祭広場、知識の広場、大・中・小会議室

「県民の日」記念事業「県民の日」記念事業
■祝祭広場、知識の広場（１０時～１６時）
　◆ステージでのイベントやテントでの展示、体験教室
　　・小型電気自動車の展示　　・防災啓発車による地震体験
　　・熊野古道世界遺産登録10周年事業の紹介
　　・亀山ラーメン、ＣＯＣＯだけシカ食べられないカレー等の販売
　　・相可高校のお弁当販売（300食限定）など約60団体
　◆「緑博みえ２０１４」オープニングイベントの実施　など
■大・中・小会議室（１０時～１６時）
　県内まちかど博物館による出張展示や体験教室、斎宮歴史博物館・
　いつきのみや歴史体験館による体験教室　など

■中ホール
　〈１２時３０分～〉県民の皆さんに参加いただいたＭieＭuコマー 
 シャルの特別バージョンを放映します。
　〈１３時～〉　　　県民功労者表彰式
　〈１３時４０分～ 平成26年「県民の日」・三重県総合博物館（Ｍie
　　１５時１５分〉 Ｍu）開館記念講演会   

　　演題　「博物館：発見と驚異と新しさに満ちた、知の楽園」
　　講師　東京大学総合研究博物館　教授　遠藤　秀紀

　講師プロフィール
　国立科学博物館動物研究部研究官、京都大学霊長類研究所教授を経て、2008年　
　より現職。パンダがどういう仕組みで竹をつかむかを研究、“第七の指”が存在する　
　ことを示した。
　　　※販売、体験等は材料等が無くなり次第終了させていただきます。
　　　※天候等により、イベント・出展内容が変更となる場合があります。

えん  ぱく

えんどう　　　　 ひでき

訪れた子供たちが「遊ぶ・楽しむ」を通して、博物館の楽しさや
三重のすばらしさを知るきっかけとなる展示室
訪れた子供たちが「遊ぶ・楽しむ」を通して、博物館の楽しさや
三重のすばらしさを知るきっかけとなる展示室

こども体験展示室こども体験展示室

” 実物”をまるで図鑑をめくるように手軽に閲覧できる展示室”実物”をまるで図鑑をめくるように手軽に閲覧できる展示室

三重の実物図鑑三重の実物図鑑

三重の自然と歴史・文化がもつ素晴らしさがよく分かる展示室三重の自然と歴史・文化がもつ素晴らしさがよく分かる展示室

基本展示室基本展示室

「MieMu/みえむ」は公募1061点のなかから決まった三重県総合博物館の愛称です。
「三重」の「ミュージアム」を意味するとともに未来に託す三重の夢を表しています。

ご意見やお問い合わせはこちらまで

（5 1 0 円） （1 , 6 4 0 円）

（1 , 0 2 0 円）

※企画展はそのつど観覧料を定めます。
※観覧料については、消費税率の引き上げに伴い、（ ）内のとおり変更を予定しています。

※ツイッター、フェイスブックもご覧ください。

平成２６年 ４月１９
日（土）

オープン！
※４月１９日（土）は基本展示室を無料でご覧いただけます。

ＭｉｅＭｕ（みえむ）：三重県総合博物館は、三重への理解と愛着を深め、
夢や希望あふれる未来を拓くきっかけを得られる博物館です。

ひら


